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「日本における倫理的連携のためのコンセンサス・フレームワーク」 

の合意及び普及推進について（お願い） 

 

 平素より、本会会務に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、本年７月 20 日、東京で開催された 2018 アジア太平洋経済協力会議

（APEC）ビジネス倫理フォーラムにおいて、本会は日本難病・疾病団体協議会、全

国がん患者団体連合会、日本看護協会、日本製薬団体連合会、日本医療機器産業連合

会、日本医師会、厚生労働省とともに、「日本における倫理的連携のためのコンセン

サス・フレームワーク」に合意いたしました。合意文書は別紙の通りです。 

国際的には 2014 年に、国際患者団体連合、国際看護師協会、国際製薬団体連合会、

国際薬剤師・薬学連合及び世界医師会が「患者団体、医療関係者、製薬業間の倫理的

連携のためのコンセンサス・フレームワーク」に合意しています。また、APEC で

は、2011 年に「医療機器セクターの自主的なビジネス倫理規定クアラルンプール原

則」及び「医薬品・バイオ医薬品セクターの自主的なビジネス倫理規定メキシコシ

ティ原則」を作成し、2015 年に「医療機器及びバイオ医薬品分野における多様な利

害関係者間の倫理的協力を実施するための指針」を発表しています。 

今回の同意は、こうした背景を踏まえて行われたものです。本コンセンサス・フ

レームワークは、「患者さんを最優先する」、「倫理的な研究と技術の革新を支持する」、

「中立的と倫理的な行動を保証する」、「透明性の確保と説明責任を推進する」という

４つの包括的な原則で構成されています。これらにより、質の高い治療を患者に提供

するための協力関係を持続可能なものとすることを目指しています。 

日本の医療に関わるステークホルダーの間で、共通の倫理原則に合意するのは初

めてのことであり、11 月９日には合意団体の実務担当者による会議が開催され、各

団体において会員への周知を図り、「日本における倫理的連携のためのコンセンサ

ス・フレームワーク」の普及推進に努めることとされました。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、貴会会員及

び地域薬剤師会への周知をよろしくお願い申し上げます。 




























